
   第４５回全国高等学校柔道選手権大会 
                        

                           会期 令和５年３月２０日(月)２１日(火) 

                会場 日本武道館 

 

 

 ２０日の個人戦から大会が開幕。福島県の代表は男子五階級すべて県予選を勝ち抜いた田村高校の選

手となった。田中楓之樹（６０キロ級）、菅野礼登（６６キロ級）と優勢で惜敗。菅野桜暉（７３キロ級）は準優勝

の新本選手（兵庫・報徳学園）に僅差で敗退。甲地来希（８１キロ級）は一回戦を縦四方固めで快勝。続く２

回戦は延長戦までもつれたが払い巻き込み（06：11）で仕留め勝利。３回戦は強敵の奥田選手（広島・崇徳）

に果敢に攻め相手に消極的の反則が行くかと思われたが、一瞬の隙をつかれ技ありを取られ惜敗した。片

山雄心（無差別級）は初戦から担ぎ技を中心に積極的な攻めで１、２回戦を突破。３回戦は手塚選手（神奈

川・東海大相模）と対戦。果敢に背負い投げを仕掛けるも体重差のある相手に寝技で敗れた。 

 

「個人戦試合」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ２１日は団体戦。

田村は一回戦東海

大札幌と対戦。先

鋒、次鋒で先取する

田村のスタイルで勝

利。続く二回戦は開

星。中国大会で作

陽と接戦、前日の個

人戦の優勝者もメン

バーで油断のできないチームだったが、一回戦からの勢いは止まらず、蓋を開ければ３－１で勝利。ベスト８

をかけた三回戦は予想通り研究してきた作陽と対戦。ほとんどの者が自身よりも一回り二回り三回りと大きい

相手に挑んで向かっていった。しかし一、二回戦からの勢いはここまでとなり、今大会はベスト１６と入賞まで

あと一歩だった。夏の北海道インターハイでは更なる結果を期待している。 

 

「団体戦試合」 

 

 甲地来希                 片山謙心                德平晃大 

 

 

 

 

 

 

 団体戦試合前              片山謙心                齋藤翔惺 

 

 

 

 

 

 

 渡邊壱嘉                ２回戦突破 

 

 

 

                                                        ３回戦に挑む 

 

 

 己に克つ                              片山謙心    渡邊壱嘉                         


